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「
私
は
手
漉
き
和
紙
の�
応

援
団
�」。
今
年
８
月
に
上
梓

し
た
『
和
紙
の
里

探
訪

記
』
（
草
思
社
）
を
手
に
ほ

ほ
笑
ん
だ
。

き
っ
か
け
は
和
紙
で
で
き

た
古
地
図
と
の
出
合
い
。
３

０
０
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時
代

の
も
の
な
の
に
、
原
型
を
保

ち
、
腐
敗
や
虫
食
い
が
み
ら

れ
な
い
。
強
度
、
保
存
性
に

優
れ
、
独
特
の
風
合
い
を
も

つ
和
紙
に
魅
せ
ら
れ
た
。

コ
ウ
ゾ
、
ミ
ツ
マ
タ
、
ガ

じ
ん

ぴ

ン
ピ
な
ど
強
靭
な
靱
皮
繊
維

を
主
原
料
に
、
独
特
な
流
し

漉
き
技
術
に
よ
る
和
紙
は
、

書
道
や
日
本
画
に
使
わ
れ
、

建
具
や
文
化
財
の
修
復
な
ど

多
彩
な
用
途
に
よ
り
日
本
の

文
化
を
支
え
、

生
活
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。

「
和
紙
の
里

（
生
産
地
）
を

訪
ね
て
み

た

い
」
。
自
ら
車

を
運
転
し
、
２

年
半
か
け
て
全

国
の
３
０
０
カ

所
を
取
材
し
て

ま
と
め
た
の
が

同
書
だ
。
手
漉

き
和
紙
に
必
須

せ
い
れ
つ

の
清
冽
な
水
を
育
む
深
山
。

訪
ね
た
地
す
べ
て
が
日
本
の

原
風
景
そ
の
も
の
で
心
打
た

れ
た
。

だ
が
、
和
紙
の
凋
落
は
急

速
だ
。
自
然
環
境
の
変
化
、

機
械
化
の
拡
大
、
特
に
従
業

者
の
高
齢
化
と
後
継
者
問
題

は
深
刻
。
１
０
０
０
軒
あ
っ

た
工
房
が
１
軒
に
な
っ
た
紙

里
も
。
「
２
０
５
０
年
に
は

手
漉
き
和
紙
産
業
は
ほ
ろ
び

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

光
を
見
い
だ
し
た
紙
里
も

あ
っ
た
。
自
ら
進
ん
で
技
術

を
学
ん
だ「
一
代
漉
き
」の
人

々
だ
。水
俣
和
紙（
熊
本
県
水

俣
市
）の
職
人
は
、「
公
害
の

原
点
」
の
地
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
訪
ね
、
２８
年
前
に

復
活
さ
せ
た
。
支
え
た
の
は

胎
児
性
・
幼
児
性
水
俣
病
患

者
ら
。
働
く
喜
び
を
も
っ
て

作
業
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

「
専
門
書
で
は
な
く
、
一

般
の
人
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
え
る
本
に
、
手
漉
き
和
紙

の
現
状
が
分
か
る
も
の
に
し

た
か
っ
た
」
。
和
紙
再
生
へ

の
希
望
は
捨
て
て
い
な
い
。

大
手
銀
行
を
定
年
退
職

後
、地
図
会
社
役
員
に
な
り
、

法
学
の
知
識
を
深
め
よ
う
と

夜
間
の
専
大
に
学
ん
だ
。
授

業
は
い
つ
も
最
前
列
で
無
遅

刻
、
無
欠
席
を
貫
き
、
卒
業

時
は
二
部
法
学
部
総
代
に
。

「
環
境
や
自
然
科
学
な
ど

に
も
触
れ
、
幅
広
い
知
識
を

得
ま
し
た
」

卒
業
後
は
企
画
会
社
を
運

営
、
旅
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
。
著
書
に
『
地
圖
が
語
る

日
本
の
歴
史
』
な
ど
。
１
９

３
９
年
、
東
京
両
国
生
ま

れ
。次
作
は「
地
図
と
戦
争
」

を
テ
ー
マ
に
、
実
体
験
を
書

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

１１
月
５
日
に
６６
歳
で
亡
く

な
ら
れ
た
八
林
秀
一
経
済
学

部
教
授
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
の

部
長
を
務
め
て
い
た
。
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
桜
井
暁
大
さ
ん

（
経
営
３
）
か
ら
八
林
先
生

の
思
い
出
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◇

八
林
先
生
は
１
９
９
０
年

か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
長
と

し
て
、
私
た
ち
を
導
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
部
員
一

同
、
八
林
先
生
の
回
復
を
心

待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
か
な
わ
ず
急
な
訃
報
に

愕
然
と
し
て
お
り
ま
す
。
源

平
貴
久
監
督
に
よ
る
と
、
亡

く
な
ら
れ
る
直
前
ま
で
１１
月

１０
日
の
筑
波
大
学
戦
（
３
―

１
で
専
大
が
勝
利
）
を
心
配

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

八
林
先
生
は
、
試
合
の
ベ

ン
チ
で
は
い
つ
も
気
持
ち
が

引
き
締
ま
る
熱
い
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
長

年
の
経
験
か
ら
の
言
葉
に
は

重
み
が
あ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
と
っ
て
は
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
、
次
の
一
歩
を
明
示

さ
れ
る
よ
う
な
温
か
い
も
の

で
し
た
。

私
の
心
に
一
番
響
い
た
の

は
「
今
は
う
ま
く
い
か
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
自

信
を
持
っ
て
取
り
組
み
続
け

る
こ
と
だ
。
私
は
こ
の
チ
ー

ム
な
ら
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
に
と
っ
て
、

今
年
は
我
慢
の
一
年
で
し

た
。
「
学
生
日
本
一
」
と
な

っ
た
昨
年
と
は
違
い
、
チ
ー

ム
の
主
力
の
ほ
と
ん
ど
が
選

抜
で
チ
ー
ム
を
離
れ
、
チ
ー

ム
づ
く
り
が
う
ま
く
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
る
試
合
の

後
の
こ
と
で
す
。
選
手
が
な

か
な
か
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー

が
で
き
ず
、
少
し
熱
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
一
言
で
す
。
あ
の

時
み
ん
な
が
、
八
林
先
生
の

お
話
に
聞
き
入
っ
た
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
サ

ッ
カ
ー
部
の
つ
ら
い
時
期
を

が

し
ん
し
ょ
う

た
ん

臥
薪
嘗
胆
し
て
乗
り
越
え
、

今
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
先
生

の
励
ま
し
と
思
い
ま
し
た
。

八
林
先
生
は
常
に
笑
顔
で

し
た
。
特
に
、
サ
ッ
カ
ー
の

お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
時
は

学
生
時
代
を
思
い
出
す
か
の

よ
う
に
ほ
ほ
笑
ん
で
語
り
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
チ

ー
ム
が
美
し
い
攻
撃
か
ら
得

点
し
た
時
も
大
変
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
関
東
大
学
サ
ッ

カ
ー
連
盟
の
評
議
員
議
長
も

兼
任
さ
れ
た
八
林
先
生
の
強

い
思
い
に
導
か
れ
、
サ
ッ
カ

ー
部
は
、
関
東
大
学
一
部
リ

ー
グ
を
優
勝
で
飾
り
、
２
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
私
た

ち
サ
ッ
カ
ー
部
は
来
年
１
月

６
日
、
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
大
会
連
覇
を
八
林

先
生
に
さ
さ
げ
る
べ
く
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
に

所
属
し
て
お
ら
れ
た
八
林
先

生
は
、
チ
ー
ム
一
の
快
速
ア

タ
ッ
カ
ー
で
、
点
取
り
屋
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
人
生

の
師
で
あ
り
、
父
親
の
よ
う

に
私
た
ち
と
接
し
て
く
だ
さ

っ
た
八
林
先
生
を
忘
れ
ま
せ

ん
。
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲

東
大
対
京
大
・
サ
ッ
カ
ー

部
Ｏ
Ｂ
戦
で
の
八
林
教
授

（
２
０
０
７
年
）

専
修
大
学
教
育
学
会
（
会

長
∥
日
髙
義
博
学
長
・
理
事

長
）
の
設
立
６０
周
年
記
念
大

会
が
１１
月
２３
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
教
員
の〝
養

成
〟
か
ら
〝
育
成
〟
へ
―
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
、
い
ま

伝
え
た
い
こ
と
―
」。

会
員
と
教
職
課
程
を
履
修

す
る
学
生
ら
合
わ
せ
て
１
９

６
人
が
出
席
し
、
研
究
会
と

会
場
参
加
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

研
究
会
で
は
横
浜
市
立
嶮

山
小
学
校
の
宮
内
美
穂
教
諭

（
平
２１
文
）
、
三
田
市
立
狭

間
中
学
校
の
北
本
威
教
諭

（
平
１４
法
）
、
私
立
日
本
放

送
協
会
学
園
高
校
の
宮
坂
恵

美
子
教
諭
（
平
１５
商
）
、
筑

波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援

学
校
の
雁
丸
新
一
教
諭
（
平

１４
商
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
各

校
の
現
状
や
課
題
を
発
表
し

た
。会

場
参
加
型
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は

「
教
職
へ
の
想
い
―
教
師
と

し
て
の
、
今
と
こ
れ
か
ら

―
」
。
都
立
富
士
森
高
校
の

錦
織
政
晴
副
校
長
（
昭
５５
院

文
修
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
、
都
立
蒲
田
高
校
の
宮

崎
三
喜
男
主
任
教
諭
（
平
１２

法
）
、
越
谷
市
立
大
相
模
中

学
校
の
村
上
尊
教
諭
（
平
１３

文
）
、
ひ
た
ち
な
か
市
立
那

珂
湊
中
学
校
の
長
谷
川
広
明

教
諭
（
平
１９
文
）
が
パ
ネ
ラ

ー
を
務
め
、
出
席
者
と
意
見

を
交
わ
し
た
。

続
い
て
定
期
総
会
が
開
か

れ
、
日
髙
学
長
・
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
。
会
務
報
告
や
役

員
改
選
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

新
会
員
紹
介
、
功
労
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
祝

賀
会
が
催
さ
れ
た
。

藤
田
寛
之
さ
ん
（
平
５
経
済
・
ゴ
ル

フ
部
、
４３
歳
）
が
１１
月
２９
日
～
１２
月
２

日
、
東
京
・
よ
み
う
り
Ｃ
Ｃ
で
行
わ
れ

た
「
日
本
シ
リ
ー
ズ
Ｊ
Ｔ
カ
ッ
プ
」
で

史
上
初
の
大
会
３
連
覇
を
達
成
す
る
と

と
も
に
初
の
賞
金
王
を
獲
得
し
た
。

４３
歳
で
初
め
て
賞
金
王
に
な
っ
た
の

は
１
９
７
３
年
の
ツ
ア
ー
制
度
施
行
後

で
は
最
年
長
。

ま
た
、
男
子
国
内
ツ
ア
ー
の
「
つ
る

や
オ
ー
プ
ン
」「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ

プ
」「
Ａ
Ｎ
Ａ
オ
ー
プ
ン
」
で
も
優
勝
し

今
季
４
勝
、
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構

（
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
）の
年
間
最
優
秀
選
手（
Ｍ

Ｖ
Ｐ
）
な
ど
５
冠
に
輝
い
た
。

評
議
員
の
坂
井
寿
憲
さ
ん

（
昭
２３
専
政
）が
、
専
修
大
学

の
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金

（
体
育
振
興
含
む
）
と
校
友

会
に
寄
付
金
を
贈
っ
た
。
１１

月
２７
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
た
坂
井
さ
ん
は
日
髙

理
事
長
・
学
長
に
手
渡
し
た

∥
写
真
。
坂
井
さ
ん
は
本
学

に
長
年
、
多
額
の
寄
付
を
贈

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◇
旭
日
双
光
章

辻
村

和
雄
（
つ
じ
む
ら
・

か
ず
お
∥
昭
４０
経
商
）

【
町
議
会
議
員
】
当
選

▽
山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

議
会
議
員

鍋
田

幹
雄
氏
（
昭
４２
経

済
）

【
村
長
】
当
選

▽
山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖

村
長

た
か
む
ら

ふ
み
の
り

高
村

文
教
氏
（
昭
４９
商
）

〈
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
懇

談
会
〉

▽
１
月
１１
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１５
階
「
報
恩
の
間
」

「東日本大地震」により、被災した学生への支援金を

今年度も募集しております。皆様の温かいご支援をお

願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０－１－６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大

学のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

に
客
足
を
奪
わ
れ
、
衰
退
を
続

け
る
山
形
・
南
出
羽
市
。
そ
れ

に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
な

震
災
の
発
生
。
女
子
高
生
・
真

崎
響
子
は
幼
な
じ
み
の
遥
か
ら

小
遣
い
を
ま
き
あ
げ
、
憂
さ
を

晴
ら
す
日
々
だ
っ
た
。
そ
の
遥

が
電
車
に
飛
び
込
み
自
殺
し
て

し
ま
う
。以
来
、響
子
の
耳
に
は

死
ん
だ
遥
の
さ
さ
や
き
が
聞
こ

え
、
周
囲
で
は
不
可
解
な
事
件

が
連
続
し
て
起
こ
る
。

深
町
秋
生
さ
ん
（
平
１０
経

済
）
は
本
作
で
、
「
自
分
が
書

き
た
い
小
説
」
を
目
指
し
た
と

い
う
。

深
町
さ
ん
の
出
身
地
・
山
形

で
実
際
に
起
き
た
事
件
を
モ
チ

ー
フ
に
、
一
人
の
女
子
高
生
の

目
を
通
し
て
、
地
方
に
漂
う
閉

塞
感
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い

る
。

（
講
談
社
文
庫

本
体
７
２
４

円
＋
税
）

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

八
林
秀
一
先
生
の
思
い
出

写真提供：共同通信社

サ
ッ
カ
ー
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

桜
井

暁
大
（
経
営
３
）

選

挙

結

果

史
上
最
年
長
で
獲
得

「日本シリーズＪＴカップ」初の３連覇

藤田寛之さんが初の賞金王藤田寛之さんが初の賞金王

心
に
響
い
た
言
葉

決
し
て
忘
れ
な
い

＜校友＞

『
ダ
ウ
ン
・
バ
イ
・
ロ
ー
』

深
町

秋
生
著

－全国３００の手漉き和紙の里を訪ね本に－

専
修
大
学
教
育
学
会
設
立
６０
周
年
記
念
大
会
を
開
催

「「東東日日本本大大震震災災」」にによよりり被被災災ししたた
学学生生等等にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

旅
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

評
議
員
の
坂
井
さ
ん

が
本
学
に
寄
付

き
く

ち

ま
さ

ひ
ろ

菊
地

正
浩
さ
ん

▲ 会員ら１９６人が参加した

（
平
１７
法
）

（８）２０１２年（平成２４年）１２月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５０７号


